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 研究ノート 
 「総合的な学習の時間」とリンクする「道徳の授業」に向けて 
 ―高齢者に関わる社会問題（認知症など）の教材から― 
 福島信也 
 森ノ宮医療大学　保健医療学部 看護学科 
 要　　旨 
 　高齢者の人口の増加とともに、認知症の人も増加している。 
 　2004年までは「痴呆」という言葉が使われていたが、高齢者の尊厳に対する配慮に欠く表現ということで、
「認知症」いう言葉が使われるようになった。しかし、多様な情報によって症状のネガティブな部分だけが
強調されてしまい、「物忘れが多くなる」「自分がした行動を覚えていない」「周りに迷惑をかける」「介護や
他の人からのサポートが必要」「家族が困っている」などの意識をもたせてしまっている現状がある。 
 　超高齢社会を迎えている日本にとって、認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で自分
らしく暮らし続けることができる社会の実現が重要課題である。そのためには、認知症への理解を深めるた
めの普及・啓発の推進、認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進などの施策を展開しなければ
ならない。 
 　そこで、本研究では、地域の担い手となる子どもたちの育成も重要課題と考え、平成30（2018）年度から
小学校（中学校は再来年度）でスタートする「特別の教科 道徳」の教科書・教材において、認知症がどの
ように扱われているのかについて検討するとともに、認知症に対するアンケートを実施し、理解度等につい
ても検討することとした。 
 　その結果、高齢者が主人公または主人公と関わっている教材は1～6年の全学年に広く分布し、現代的な
課題としての高齢者に関わる社会問題（認知症など）の教材も含まれている。また、アンケート結果からは、
児童・大学生の認知症に対する意識の差異はあまりない、などの知見が得られた。 
 　今後の課題としては、「認知症」を正しく理解し、「認知症」の人や家族を温かく見守り、安心して暮らせ
る地域の担い手となる意識を培っていく「総合的な学習の時間」と「道徳の授業」のリンクした取り組みを
実践しながら精査したいと考えている。 
 キーワード：高齢者、認知症、小学校の道徳教科書、認知症に対するアンケート、総合的な学習の時間 
連絡先：福島　信也　FUKUSHIMA Nobuya
　　　　〒559―8611　大阪市住之江区南港北1―26―16
　　　　森ノ宮医療大学保健医療学部看護学科
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 1　緒言 
 　65歳以上人口が総人口に占める割合である高齢化率は、平成27（2015）年国勢調査「抽出速
報集計結果」 1） では26.6％となり、4人に1人が65歳以上の高齢者となっている。世界最高水準の
高齢化率で、「厚生白書 昭和61（1986）年版」 2） で指摘された超高齢社会が現実のものとなっている。 
 　また、「2013年厚生労働省研究班」 3） によれば、我が国の認知症の人は約462万人で、高齢者の
約15％と推計されている。2015年厚生労働省認知症施策推進総合戦略の推計では、その数は増
え続け、2015年には約700万人になると予測されている。そのため、雑誌や報道番組などでも認
知症に関する特集を数多く取り上げている。 
 　長生きできることは喜ばしいことだが、超高齢社会の重要な課題の一つで老後の最大の不安が
認知症である。認知症になると、いろいろな原因で脳の働きが悪くなり、様々な障がいが起こり、
生活するうえで支障が出てきて、それまでできていたことができなくなってしまったりする。そ
のため、本人は大きな苦しみと悲しみを抱くことになり、サポートする家族にも大きな負担がか
かる。しかし、みんなが認知症について正しい知識をもち、助けあうことができれば、認知症の
人もその家族も穏やかに暮らすことができるはずである。 
 　そのためには、地域の担い手となる子どもたちを、認知症に関する知識をもち、認知症の人や
その家族を温かく見守ることのできる人材として育成することが最重要課題となる。すでに、平
成6（1994）年に文部省（現在の文部科学省）から発行された「中学校読み物資料とその利用―
主として集団や社会とのかかわりに関すること―」 4） の「一冊のノート」に、「高齢化社会を迎え、
今後、この資料に見られるような問題は、ますます増加してくるものと思われる。しかし、自分
の成長に伴い、逆に、衰えゆく祖父母に対して敬愛の念をもつことのできない生徒もみられるよ
うになる。資料を通して、老人痴呆に苦悩しながらも家族のことを一筋に思い続ける祖母の心情
に着目させ、祖父母への敬愛や感謝の念を深めるとともに、家族の一員としての自覚を深めた
い。」（p. 90）という記述があり、子どもたちが認知症に対する知識をもつことの重要性を指摘
している。また、「中学校道徳　読み物資料集」 5） では、「違うんだよ、健司」に、「この頃変なんだ。
……もの忘れがひどくなって、何度も同じことを言うようになったと思っていたら、この頃は家
を出て行って帰って来れなくなるんだ。昼でも夜でもお構いなしでね。だから何か物音がすると、
どこかに行ったんではないかと一晩中気が気でなくて……」（p. 19）と認知症の症状が具体的に
記述されており、認知症に対する知識の獲得を促していることが伺える。 
 　認知症に関する知識をより深め、それを活かして実際に地域で活動できるようになるためには
「総合的な学習の時間」を活用することが考えられるが、その前段階として、道徳の授業を使っ
て高齢者の人に対する、敬愛や感謝の念を育てることが非常に重要であるといえる。 
 　このことから、新しくスタートする小学校・道徳科で使用される教科書において「認知症」に
関する教材をどのように扱っているのかを調査し、「総合的な学習の時間」との連携についても
検討する。 
 2　目的 
 　本研究では、「認知症」の人の尊厳のある暮らしを担保するために、地域の担い手の育成を早
期に始める必要があるという観点から、小学校教育において「認知症」がどのように扱われてい
るかを明らかにすることを目的とする。 
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 3　方法 
 　平成30（2018）年度から小学校（中学校は平成31（2019）年度）で「特別の教科 道徳」とし
てスタートする教科書の教材ではどのように扱っているかを調査するとともに、現在の子どもた
ちが「認知症」に対してどのような意識をもっているかをアンケートによって検討した。 
 　本調査は、森ノ宮医療大学学術研究センター研究倫理審査部会にて承認を受けて実施した（承
認番号：2017 ― 086）。尚、本調査における利益相反はない。 
 （1 ）小学校道徳教科書に記載されている教材（高齢者が主人公または主人公と関わっている）
について文部科学省告示第36号により、教科書の発行に関する臨時措置法施行規則（昭和23
（1948）年文部省令第15号）第5条第1項の規定に基づき、平成29（2017）年度における教科
書展示会の開始の時期及び期間が告示され、6月16日から大阪市立中央図書館（大阪市西区北
堀江4 ― 3 ― 2）にて、採択される小学校道徳の検定教科書、8社6学年分の48冊セット66点が公
開された。大阪市立中央図書館に通いながら、8社の教科書を精読しながら、高齢者が主人公
または主人公と関わっている教材とその内容項目について調査した。 
 　小学校学習指導要領解説「特別の教科 道徳編」 6） では、内容項目とは「児童が人間として他
者とよりよく生きていく上で学ぶことが必要と考えられる道徳的価値を含む内容を、短い文章
で平易に表現したものである。（p. 21） 
 　また、小学校学習指導要領解説「特別の教科 道徳編」の「内容項目の指導の観点」では、
高齢者に関わる記載は以下の通りである。 
 　第1学年及び第2学年「7　親切、思いやり」において、「……指導に当たっては、幼い人
や高齢者、友達など身近にいる人に広く目を向けて、温かい心で接し、親切にすることの大
切さについて考えを深められるようにすることがひつようである。」となっている。（p. 40） 
 　第3学年及び第4学年「8　感謝」において、「……日常の生活を支えてくれている地域の
人々や、現在の生活の礎を築いてくれた高齢者などの先達の存在に気付き、その人々によっ
て生活が支えられていることについて考えを深めることが大切である。」となっている。（p. 
42） 
 　第1学年～第6学年「15　家族愛、家庭生活の充実」において、「（第1学年及び第2学年）
父母、 祖 父母を敬愛し、進んで家の手伝いなどをして、家族の役に立つこと。（第3学年及
び第4学年）父母、祖父母を敬愛し、家族みんなで協力し合って楽しい家庭をつくること。
（第5学年及び第6学年）父母、祖父母を敬愛し、家族の幸せを求めて、進んで役に立つこと
をすること。」となっている。（p. 55） 
 　第5学年及び第6学年「17　伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度」において、「……
我が国の発展に尽くした先人の業績や優れた文化遺産に目が向けられるようになることか
ら、受け継がれている我が国の伝統や文化を尊重し、さらに発展させていこうとする態度を
育てることが大切である。」となっている。（p. 60） 
 　第5学年及び第6学年「19生命の尊さ」において、「……祖先から祖父母、父母、そして
自分、さらに、自分から子供、孫へと受け継がれていく生命のつながりをより深く理解でき
るようになる。」となっている。（p. 64） 
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 　小学校学習指導要領解説の高齢者に関わる記載の内容項目は、「親切、思いやり」、「感謝」、「家
族愛、家庭生活の充実」、「伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度」、「生命の尊さ」の5カ所
であるが、全学年の高齢者が主人公または主人公と関わっている教材について、内容項目ごとに
分類した。（表1） 
 （2）「認知症」についてのアンケート調査の構成と内容 
 　アンケート調査の実施概要は以下の通りであった。 
 　1）対象者 
 　　Ａ　Ａ大学1年次生において、特別講義「大学と地域社会」を受講した学生118名 
 　　Ｂ　Ｂ大学2年次生において、「道徳教育の理論と方法」を受講した学生17名 
 　　Ｃ　大阪市立Ｃ小学校6年の1学級において、道徳の授業を受ける児童26名 
 　2）調査日 
 　　Ａ　平成29年6月13日（火） 
 　　Ｂ　平成29年7月14日（金） 
 　　Ｃ　平成29年9月29日（金） 
 　3）データ収集方法 
 　　無記名自記式質問紙法で、記述後回収した。 
 　4）調査内容 
 　　Ｉ．「認知症」について知っていますか？ 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㋐詳（くわ）しく知っている 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㋑ある程度（ていど）は知っている 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㋒言葉だけは聞いたことがある 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㋓知らない、聞いたこともない 
 　　Ⅱ．㋐または㋑と答えた方　「認知症」にどんなイメージを持っていますか？ 
 　　Ⅲ．㋒または㋓と答えた方　「認知症」についてどんなことを知りたいですか？ 
 　5）倫理的配慮 
 　　アンケート調査の目的・方法、得られたデータは処理後責任をもって破棄することを説明した。 
 4　結果 
 （1 ）小学校道徳教科書に記載されている教材（高齢者が主人公または主人公と関わっている）に
ついて 
 　表1 ― 1～表1 ― 8は、小学校道徳教科書に記載されている教材（高齢者が主人公または主人公
と関わっている）を、出版社（8社）ごとに学年・内容項目・教材名・主題名で示した。 
 　内容項目のアルファベットは、「A 主として自分自身に関すること」、「B 主として人との関
わりに関すること」、「C 主として集団や社会との関わりに関すること」「D 主として生命や自
然、崇高なものとの関わりに関すること」を表している。また、内容項目の数字は、「第1学
年及び第2学年」が19項目、「第3学年及び第4学年」が20項目、「第5学年及び第6学年」が
22項目にまとめられているので、小学校学習指導要領解説「特別の教科 道徳編」（p. 24～25）
で示されている通し番号を表している。 
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表1―1　高齢者が主人公または主人公と関わっている教材一覧（学研教育みらい）
表1―2　高齢者が主人公または主人公と関わっている教材一覧（日本文教出版）
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表1―3　高齢者が主人公または主人公と関わっている教材一覧（光村図書）
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表1―4　高齢者が主人公または主人公と関わっている教材一覧（東京書籍）
 
表1―5　高齢者が主人公または主人公と関わっている教材一覧（学校図書）
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表1―6　高齢者が主人公または主人公と関わっている教材一覧（あかつき）
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表1―7　高齢者が主人公または主人公と関わっている教材一覧（教育出版）
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表1―8　高齢者が主人公または主人公と関わっている教材一覧（光文書院）
　表1 ― 1から表1 ― 8をもとに、各内容項目の教材数を小学1・2年、小学3・4年、小学5・6年別
に示した（図1）。 
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図1　内容項目における教材数（小学1・2年、小学3・4年、小学5・6年別）
 　図1より、「親切、思いやり」、「感謝」、「家族愛」、「伝統と文化の尊重」、「生命の尊さ」は小学1・
2年、小学3・4年、小学5・6年とも記載されていた。また、小学1・2年、小学3・4年、小学5・
6年とも記載されて内容項目は11カ所あった。 
 　内容項目の数は、小学1・2年では19、小学3・4年では20、小学5・6年では22なので、高齢
者が主人公または主人公と関わっている教材は全学年に幅広く分布していた。 
 　また、小学校学習指導要領解説「特別の教科 道徳編」第4章 第3節 6（2） 現代的な課題の扱い（p. 
96）には、「道徳科の内容で扱う道徳的諸価値は、現代社会の様々な課題に直接関わっている。
児童には、発達の段階に応じて現代的な課題を身近な問題と結びつけて、自分との関わりで考え
られるようにすることが求められる。現代社会を生きる上での課題を扱う場合には、題解決的な
学習を行ったり話し合いを深めたりするなどの指導方法を工夫し、課題を自分との関係で捉え、
その解決に向けて考え続けようとする意欲や態度を育てることが大切である。例えば、食育、健
康教育、消費者教育、防災教育、福祉に関する教育、法教育、社会参画に関する教育、伝統文化
教育、国際理解教育、キャリア教育など、学校の特色を生かして取り組んでいる現代的な教育課
題については、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動における学習と関連付け、
それらの教育課題を主題とした教材を活用するなどして、様々な道徳的価値の視点で学習を深め
たり、児童自身がこれらの学習を発展させたりして、人として他者と共によりよく生きる上で大
切なものとは何か、自分はどのように生きていくべきかなどについて、考えを深めていくことが
できるような取組が求められる。また、例えば、持続可能な発展を巡っては、環境、貧困、人権、
平和、開発といった様々な問題があり、これらの問題は、生命や人権、自然環境保全、公正・公
平、社会正義、国際親善など様々な道徳的価値に関わる葛藤がある。このように現代的な課題に
は、葛藤や対立のある事象なども多く、特に「規則の尊重」、「相互理解、寛容」「公正、公平、
社会正義」、「国際理解、国際親善」、「生命の尊さ」、「自然愛護」などについては現代的な課題と
関連の深い内容であると考えられ、発達の段階に応じてこれらの課題を取り上げることが求めら
れる。」と記述されている。 
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 　記述にある「福祉に関する教育」・「社会参画に関する教育」・「人権」・「相互理解、寛容」・「生
命の尊さ」などの言葉から、現代的な課題の中には、高齢者に関わる社会問題（超高齢社会、認
知症など）も含まれる。その視点で小学校の教材を注視すると、下記のような教材があった。 
 1）光村図書　5年『祖母のりんご』 7） （家族愛、家庭生活の充実） 
 　本当にいやになる。今度はわたしのお気に入りのひざかけをぞうきんだと思って、部屋をそう
じするのに使っていた。この前は、あらっておいたわたしの水とうに、どこからか　つんできた
花が生けてあった。「もう、なんなの、おばあちゃん。わたしの物を勝手にいじらないで。これ
が何かも分からないの？」わたしは、すっかりよごれてしまったひざかけを手に、祖母につめ寄っ
た。こんなことを言ってもむだなのは分かっているけれど、がまんができなかった。 
 2）東京書籍　6年『おばあちゃんのさがしもの』 8） （家族愛、家庭生活の充実） 
 　そんなおばあちゃんが、ある日、夜になっても帰ってこない。みんなで心配していたら、警察
から電話がかかってきた。すごく遠くの公園で迷子になっていたんだって。……「昨日は、どう
して遠くへ行っちゃったの？　心配してたんだから。」わたしがいくらきいても、おばあちゃん
は不思議そうな顔をしているだけ。まるで昨日のことなんかわすれちゃったみたいに。 
 3）あかつき　5年『ごめんね、おばあちゃん』 9） （家族愛、家庭生活の充実） 
 　しかし、一年ほど前からずいぶん耳が遠くなり、体も思うように動かなくなってきた感じがす
る。米をとげば分量をまちがえ、ふろに水を入れれば止めわすれ、ご飯やおかずをぼろぼろとこ
ぼすなど、小さい子どものようだ。 
 4）教育出版　5年『わたしにできること』 10） （家族愛、家庭生活の充実） 
 　わたしが小学校5年生になったころです。私は、おじいちゃんが少し変なことをいい始めたこ
とに気づきました。「おおい、道子。」と、私をお母さんの名前でよぶことがありました。また、
別の日には、「お昼ご飯は、まだかい。おなかがすいてしまったよ。」と、さっきいっしょにお昼
ご飯を食べたばかりなのに、おなかがすいたというのです。わたしは、心配になってお母さんに
たずねました。「ねぇ、おじいちゃん少し変だよ。わたしのことをお母さんとまちがえたり、ご
飯食べたのに、おなかがすいたっていったりしてさ。どこか悪いんじゃないのかな。病院に連れ
ていったほうがいいんじゃないの。」 
 　上記の1）～4）の教材は、主人公にとっては身近な存在である祖父母が今までとは違った様
子（認知症の主な症状である記憶障がい、見当識障がいなど）に戸惑う主人公の心情が表現され
ていた。教材には「認知症」とは記載されていないが、「認知症」と気づく子どもたちがいると
考えられる。 
 （2）アンケート結果について 
 　Ⅰ．「認知症」について知っていますか？ 
 　という質問については、図2の通りであった。 
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図2　A大学、B大学、C小学校ごとの回答の割合（％）
 　Ⅱ．㋐または㋑と答えた方　「認知症」にどんなイメージを持っていますか？ 
 　という質問については、以下の回答があった。（複数の回答もあり、5人以上の回答には波線
で示す） 
 　 Ａ大学 
 　・ 物忘れが多くなる 
 　・ 自分がした行動を覚えていない 
 　・脳の病気　若い人でもなる 
 　・進行を遅くする薬はあるが、治せる薬はまだない 
 　・人の判別もつかなくなる 
 　・周りに迷惑をかけてしまっている 
 　・どこに物を置いたか覚えていない 
 　・感情が激しくなる 
 　・感情もわかりにくく、記憶も少ない、何度も同じことを聞く 
 　・昔の出来事や好きな歌などは覚えている 
 　・家族や介護する人がたいへん 
 　・一緒に過ごしている人はたいへん 
 　・徘徊する、迷子になって帰れない 
 　・物が覚えられなくなる 
 　・自分ではなかなか自覚することは難しい 
 　・周りの方が支えることが一番必要 
 　・周りの人たちが一番「理解」してあげないといけない 
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 　Ｂ 大学 
 　・ どんどん物忘れになってしまう病気。 高齢者がこの病気になるイメージがある 
 　・ 介護が大変な病気 
 　・人の性格も変わってしまう病気 
 　・ 祖父が認知症。今は小学生みたいな一面もあり、薬を飲んだ飲んでいないがわからなく、お
母さんがわかるように工夫していた 
 　・自分がした行動を覚えていない。家族のことを忘れてしまう 
 　・若い頃にしっかりしていた人の方がなりやすいと聞いたことがある 
 　・ぼけてしまう。悲しいイメージ 
 　・自分ではどうしようもないから、介護や他の人からのサポートが必要 
 　・過去の記憶はあるが、現在の記憶はない 
 　・日常の生活に影響が出るほど、物や人を忘れてしまう 
 　 Ｃ小学校 
 　・ 物忘れがひどくなる。すぐ忘れてしまう。 主に高齢者だが、30代ぐらいからでも起こる 
 　・さっきまで覚えていたことをすぐに忘れてしまう。アルツハイマー病ともいわれる 
 　・すぐにいろいろなことを忘れる 
 　・加齢につれてやってくる、物・人の名前・言葉などを忘れる病気 
 　・何回も同じ話を話したり、同じことを聞いたりしてしまう 
 　・お札（お金）を使って、小銭だらけになる。物を数えることができない 
 　・こわい病気だと思う 
 　・もし身内がなったら心配、早く気づいてあげたい 
 　Ⅲ．㋒または㋓と答えた方　「認知症」についてどんなことを知りたいですか？ 
 　という質問については、以下の回答があった。 
 　Ａ 大学 
 　・男性と女性どちらが多い 
 　・何歳くらいからなる 
 　Ｂ 大学 
 　・どんな症状が出るのか 
 　・何に気をつければよいか 
 　・対応の仕方 
 　Ｃ 小学校 
 　・どんな症状があるのか知りたい 
 　・私たちもなるのか 
 　学校の違いによって、回答の割合に差があるかどうかをフィッシャーの正確確率検定を用いて
検討した（表2）。 
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表2　学校ごとの回答数
 　その結果、得られたP値は0.3502であり、学校が違っても回答の割合には差がないといえる。 
 　アンケート結果から、「認知症」について、（知っている・ある程度知っている）割合は、大学
生78～81％・児童は73％、（言葉だけ聞いたことがある・知らない）割合は、大学生19～22％・
児童27％になっていた。 
 　また、「認知症」に対してのイメージや「認知症」について知りたいことについては、「物忘れ
が多くなる」「自分の行動を忘れる」などの症状のネガティブな部分だけが報道番組を含む色々
な情報から強調されやすいため、結果として、「できない人」、「かわいそうな人」、「怖い病気」、
「なりたくない」、「自分たちもなるのか心配」などの意識をもたせてしまう傾向がみられた。 
 　全体的には、小学6年生と大学1・2年次生の意識の差はあまりないと考えられる。 
 5　考察 
 　アンケート結果から、児童・大学生の「認知症」に対する意識があまり変わらないという大き
な課題が浮かび上がった。超高齢社会を迎えている日本にとって、「認知症」についての正しい
知識を学び、「認知症」の人や家族を支える手立てを実践していくことは重要である。「認知症」
の学習をする機会が少なかったら、児童は10年足らずで大学生と同じ年頃になり、アンケート
結果のような意識のまま成長していく可能性がある。 
 　そこで、道徳の授業と切り離して位置づけることなく、「認知症」のことを学習する授業が必
要であると考えられる。なぜなら、体験活動を重視するということから、障がい者や高齢者の疑
似体験をするというプログラム（視覚障がいを理解するためにアイマスクをしたり、高齢者の日
常生活動作の低下を体験するために身体に負荷をかけたりする体験）があるが、私が勤務してい
た中学校の子どもたちが書いたワークシートを読むと、疑似体験は障がいのネガティブな部分だ
けを強化してしまい、結果として、「かわいそうな人」「できない人」という意識をもたせてしま
う傾向の感想があった。 
 　今回の教科書には、高齢者が主人公または主人公と関わっている教材が全学年に幅広く分布し
ているため、授業を通じて、地域の高齢者から地域の歴史や伝統について教えてもらった、公園
で転んだ時にお年寄りから優しい声をかけてもらった、自分たちが何か高齢者にしてあげること
はないかなど、豊かな心が培われることが期待できると考えられる。さらに、教材の中には現代
的な課題である高齢者に関わる社会問題（超高齢社会、認知症など）が含まれているので、祖父
母、地域の高齢者と敬愛の気持ちとともに、尊厳をもってどのように接していくかと考えていく
ことにもつなげられる。このことは、小学校学習指導要領解説「特別の教科 道徳編」の現代的
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な課題の扱いにも、「総合的な学習の時間」などと関連付け、人として他者と共によりよく生き
る上で大切なものとは何か、自分はどのように生きていくべきかなどについて、考えを深めてい
くことができるにしていくことが記述されている。 
 　そこで、「認知症」との関わりを自分自身の問題と捉えるために、横断活動として、「総合的な
学習の時間」と「道徳の授業」のリンクした授業の取り組みが考えられる。 
 　「総合的な学習の時間」には次の2点をねらいとしている。 
 1 ．自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資
質や能力を育てる。 
 2 ．学び方やものの考え方を身につけ、問題解決や探究活動に主体的、創造的に取り組む態
度を育て、自己の生き方を考えることができるようにする。 
 　国際化、情報化などの社会の変化に対応し、自ら学び考え、豊かな心をもって、社会生活を主
体的に切り開いていく力を育てる「総合的な学習の時間」は、子どもたちの道徳性を育てるうえ
で重要な鍵となる。特に子どもたちの興味・関心に基づく課題、地域や学校の特色に応じた課題
を追求していくことは、個々の生き方を探求するものにつながる。 
 　また、体験的、問題解決的な学習は、グループ学習や異年齢集団とのかかわりを生む。これは
道徳的価値観を具体化するうえで重要である。 
 　8社の教科書を精読した感想は、授業がしやすいように懇切丁寧な内容になっていることだっ
た。それだけに、「教科書を読んで感想を書いて終わり」という授業になってほしくないと願っ
ている。教科書に依存する授業に陥らないために、また、高齢者を敬愛し尊厳をもって接する観
点からも、相互に啓発する「総合的な学習の時間」と「道徳の授業」のリンクした取り組みを今
後の研究を通して明らかにしていきたい。 
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